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児
童
扶
養
手
当
は
、父
母
の
離

婚
な
ど
に
よ
り
、父
親
と
生
計
を

同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
を
養

育
さ
れ
て
い
る
母
子
家
庭
を
対

象
と
し
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　
手
当
は
、児
童
が
十
八
歳
到
達

後
の
最
初
の
三
月（
年
度
末
）ま
で

支
給
さ
れ
ま
す
。た
だ
し
、国
民
年

金
、厚
生
年
金
な
ど
の
公
的
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

な
ど
は
認
定
さ
れ
ま
せ
ん
。ま
た

所
得
制
限
な
ど
に
よ
り
手
当
の

支
給
を
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、伯
耆
町
役
場
福
祉

課（
℡
　
六
八
―
五
五
三
四
）ま
で

お
問
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、二
十

歳
未
満
の
身
体
又
は
精
神
に
一

定
の
障
害
の
あ
る
児
童
を
養
育

し
て
い
る
父
母
等
に
支
給
さ
れ

る
手
当
で
す
。

　
た
だ
し
、児
童
が
身
体
障
害
者

施
設
な
ど
に
通
っ
て
い
る
場
合
、

児
童
が
障
害
を
事
由
と
す
る
公

的
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
と
き
な
ど
は
、手
当
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
、伯
耆
町
役
場
福
祉

課（
℡
　
六
八
―
五
五
三
四
）ま
で

お
問
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
溝
口
レ
イ
ン
ボ
ー
サ
ウ
ン
ズ

の
第
二
回
定
期
演
奏
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。町
民
を
中
心
と
し
た

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
団
体
で
、今
年

の
コ
ン
ク
ー
ル
の
課
題
曲『
威
風

堂
々
』な
ど
を
演
奏
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
出
か
け
下
さ
い
。指
揮
者

は
大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交

響
楽
団
の
安
藤
正
行
氏
で
す
。　

【
日
　
時
】二
月
二
十
七
日（
日
）

　
開
　
場
：
午
後
二
時
三
十
分

　
開
　
演
：
午
後
三
時

【
場
　
所
】

　
米
子
市
文
化
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】　
無
　
料

【
問
合
わ
せ
先
】

　
溝
口
レ
イ
ン
ボ
ー
サ
ウ
ン
ズ

　
℡
　
三
九
―
九
〇
五
五

　
今
年
も
、人
権
講
演
会
で
全
国

を
駆
け
回
っ
て
お
ら
れ
る「
落
語

家
・
露
の
新
治
さ
ん
」を
お
迎
え
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
人
権
落
語
を
通
し
て
、身
の
回

り
の
人
権
問
題
を
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

【
日
　
時
】　
二
月
二
十
七
日（
日
）

　
開
場･･

午
後
一
時
　

　
開
演･･

午
後
一
時
三
十
分（
予
定
）

【
場
　
所
】　
伯
耆
町
文
化
セ
ン
タ

　
ー（
２
階
多
目
的
室
）

　
伯
耆
町
三
部
五
九
〇
―
九

【
入
場
料
】　
二
百
円（
高
校
生
以

下
、六
五
歳
以
上
、障
害
者
は
半
額
）

　
入
場
料
は
当
日
お
支
払
い
い

た
だ
き
ま
す
。

（
入
場
料
は
全
額
ス
マ
ト
ラ
沖
地

震
の
義
援
金
と
し
て
寄
付
し
ま
す
。）

【
問
合
わ
せ
先
】　

　
伯
耆
町
文
化
セ
ン
タ
ー

　
℡
　
六
二
―
七
〇
七
八

　
鳥
取
県
西
部
を
舞
台
に
し
た

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
を
市
民
の
手
に

よ
っ
て
作
ろ
う
と
、市
民
テ
レ
ビ

ド
ラ
マ
制
作
実
行
委
員
会
が
発

足
さ
れ
ま
し
た
。

　
製
作
実
行
委
員
会
で
は
出
演
者
、

ス
タ
ッ
フ
、原
作
を
募
集
し
て
い

ま
す
。県
民
の
方
な
ら
ど
な
た
で

も
応
募
可
能
で
す
。

詳
細
は
製
作
実
行
委
員
会
ま
で

お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
出
演
者
・
ス
タ
ッ
フ
】

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加

【
原
作
】

・
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
二
十

　
枚
〜
四
十
枚
程
度
・
ワ
ー
プ

　
ロ
原
稿
で
も
応
募
可
。

・
締
め
切
り
　
三
月
三
十
一
日

【
問
合
わ
せ
先
】

・
℡
　
三
二
―
六
一
〇
〇

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
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総
務
省
で
は
、よ
り
よ
い
電
気

通
信
サ
ー
ビ
ス
を
安
心
し
て
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、電

気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
利

用
者
の
ご
意
見
や
ご
要
望
を
幅

広
く
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
、今
後

の
電
気
通
信
行
政
に
反
映
さ
せ

る
た
め
、平
成
十
七
年
度
電
気
通

信
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

し
ま
す
。

【
応
募
資
格
】

　
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に

興
味
の
あ
る
満
二
十
歳
以
上
の

方
で
、総
務
省
が
実
施
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
へ
の
回
答
、ま
た
、総

務
省
が
開
催
す
る
モ
ニ
タ
ー
会
議

へ
の
出
席
が
可
能
な
方
。た
だ
し
、

総
務
省
お
よ
び
電
気
通
信
事
業

者
に
勤
務
経
験
の
あ
る
方
、並
び

に
そ
の
方
の
ご
家
族
を
除
き
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

　
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
、年
齢
、性
別
、職
業
、

応
募
の
動
機
を
記
載
し
、は
が
き
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で

電
気
通
信
事
業
課
ま
で
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

【
応
募
期
間
】

　
平
成
十
七
年
一
月
二
十
日
か

ら
二
月
二
十
一
日
ま
で
。（
当
日
消

印
有
効
）

【
謝
金
】

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
方
お
よ
び
、モ
ニ
タ

ー
会
議
に
出
席
い
た
だ
い
た
方

に
別
途
お
支
払
い
い
た
し
ま
す
。

【
問
合
わ
せ
先
】

　
中
国
総
合
通
信
局
情
報
通
信

部
電
気
通
信
事
業
課

　
℡
　
〇
八
二
―
二
二
二
―
三

三
七
七

児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

　
　
〜
母
子
家
庭
の
方
へ
〜

溝
口
レ
イ
ン
ボ
ー
サ
ウ
ン
ズ

　
第
２
回
定
期
演
奏
会
開
催

新
ち
ゃ
ん
の
お
笑
い
人
権
高
座

特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

　
〜
障
害
の
あ
る

　
　
　
お
子
さ
ん
の
た
め
に
〜
�

あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か

　
〜
地
域
住
民
が
作
る

　
　
　
　
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
〜

平
成
十
七
年
度

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー

の
募
集
に
つ
い
て

（業種や規模、常用、臨時、アルバイト、パートタイマーなどの雇用形態を問わず、県内のすべての使

用者とその労働者に適用されます。）

１鳥取県最低賃金

（規模や雇用形態を問わず、次の業種の労働者とその使用者に適用されます。）

２産業別最低賃金

最低賃金額には、次の賃金は含まれません。

　①　精皆勤手当、通勤手当、家族手当

　②　臨時に支払われる賃金

　③　１月を超える期間ごとに支払われる賃金

　④　時間外労働、休日労働及び深夜労働の割増賃金

　＊ 詳細については、鳥取労働局労働基準部賃金室（0857-29-1705）又は最寄りの労働基準監督署にお尋ねく　

　 ださい。

３共　通　事　項

（注）鳥取県各種商品小売業最低賃金は、平成16年度は改正を行わないことと決定しました。

電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
製
造
業

情
報
通
信
機
械
器
具
製
造
業
、

電
気
機
械
器
具
製
造
業
、

各
種
商
品
小
売
業

　ただし、次に掲げる者については、１の鳥取県最低賃金が適用
されます。
①18歳未満又は65歳以上の者
②雇入れ後6月未満の者であって技能習得中の者
③清掃又は片付けの業務に主として従事する者
④手作業により又は手工具若しくは小型動力機を用いて行う
　「組線」、「取付け」、「包装又は箱詰め」の業務に主として従
　事する者

　各種商品小売業とは、衣・食・住にわたる各種商品を一括し
て小売する事業をいいます。
　ただし、次に掲げる者については、１の鳥取県最低賃金が適
用されます。
①18歳未満又は65歳以上の者
②雇入れ後6月未満の者であって技能習得中の者
③清掃又は片付けの業務に主として従事する者

最　低　賃　金　額

最　低　賃　金　額

発　効　年　月　日

発　効　年　月　日

平成16年12月20日

平成15年12月20日
（平成16年度改正なし）

１時間 708円

最　低　賃　金　額 発　効　年　月　日

平成16年10月1日１時間 611円

１時間 681円


